
様式４－２

地域女性活躍推進交付金実績報告書（市町村分）

市町村名：滋賀県草津市　

１．事業名 くさつ女性活躍応援事業

２．実施期間 令和５年４月１日　～　令和６年３月３１日

３．事業の趣旨・目的

令和３年４月策定の「第４次草津市男女共同参画推進計画」においても、「女性の活躍推進」を基本方針の一つに
位置づけており、令和６年度も事業を継続していく。女性の活躍の場と機会を拡げるため、女性活躍応援や起業支
援などを図るとともに、男女共同参画の理解を広げ、女性の社会進出、意思決定の場への参画を目指す。
①女性活躍応援事業
　女性活躍推進をテーマにした事業　(男性の家事・育児参画を促進するもの）を実施し、女性活躍・働き方改革や
男女共同参画についての学びの機会を提供する。
　また、女性活躍支援のための男性の家事参画を目的とした料理教室を行うほか、子育て世代の社会進出のための
託児支援を行う。
②女性のチャレンジ応援塾
　起業・再就職等、新たな一歩を踏み出したい女性を応援するためのセミナー等を実施し、女性の活躍の場と機会
を提供し、女性の地域　での活躍を推進する事業を実施する。
③DV相談・女性の総合相談
　様々な課題や困難を抱える女性の相談および支援を行うことができるよう、女性に寄り添った相談を行うとともに、
女性のカウンセリングを行い、女性の自立に向けた支援を行う。
④つながりサポート事業
　生理用品等の提供を通じて、貧困・孤立・孤独により不安を抱える女性に各種サービスの情報提供を行うとともに、
地域の支援につなげる　など寄り添った支援を行う。また、居場所の運営を継続して行う他、転入者が多いという本
市の特徴から孤独孤立を防ぐため、新たな交流の場を市民団体と協働で行う。

① 女性活躍応援事業
1.女性活躍（男性の家事・育児・介護参画促進をテーマ）の機運の醸成を目的とした「女性活躍推進フォーラム」の
開催、男性の家事参加を目的に料理教室などを行う（新規）。実施にあたり商工会議所や市内事業所を通じ参加を
呼びかけ、市内事業所等における女性活躍・働き方改革の取り組みの促進を図る。
2.意思決定の場に女性を特集リーフレットを発行する。（新規）
3.子育て中の女性の社会参加促進のための託児支援を実施する。

②女性のチャレンジ応援塾
　 市民団体と協働で、女性の起業・就業等、新たな一歩を踏み出したい女性を応援するための「女性のチャレンジ
応援塾　輝☆業塾（草津市版起業塾）」を行う。
1.誰もが参加できる事前講座で女性活躍、キャリア形成等についての講座の実施
2.起業塾連続講座（オープン講座、フォローアップ講座含む）
  【未来起業家育成コース】　【デジタル人材コース】の２コースを実施
3.女性活躍推進員を雇用し、起業、ビジネススキル・デジタル技術習得についての情報発信

本市は、20～30歳代の子育て世代が集まる市であることから、子育て世代あるいは子育てがひと段落した女性を対
象に、起業を主軸とした女性の人材育成や地域で活躍する女性の支援を行い、本市の課題である女性の労働力
率、政治参加等の引き上げを図る。

５．事業効果及び
　　効果検証の概要

・令和3年に発表された令和2年国勢調査の結果では、草津市においても女性に見られる結婚・出産期に労働力率
が低下するいわゆる「M字カーブ」は、コロナ禍の影響があるものの、カーブは浅くなり台形に近づきつつあり、意識
づくり等の取り組みにより、女性活躍が推進されている成果と考えられる。
・草津市で実施したアンケート調査において、「男女共同参画社会の構築」に満足している市民の割合は、R2年度
20.7からR４年度21.1％と0.4％上昇し、増減はみられるものの、男女共同参画や女性活躍の推進についての啓発や
事業の成果が表れたと考えられる。

４．事業内容

③DV相談・女性の総合相談
　 相談員を配置し、職場や家庭生活等に関する相談、女性の就業・起業等の相談などワンストップ支援体制で相談
に応じるとともに、カウンセリング相談を設置し、多様な課題や困難を抱える人たちに寄り添った相談および支援を行
う。

④つながりサポート事業
1.生理用品や食料品の配布を通じて、貧困・孤立・孤独により不安を抱える女性に各種サービスの情報提供を行うと
ともに、地域の支援につなげるなど寄り添った支援を行う。居場所の運営を継続して行い、居場所の定着や不登校
等の保護者交流等も図る。
2.20～40歳代の転入者が多い本市の特徴から、女性が気軽に集えるサロンを定期的に実施することにより、欲しい
情報や同じような環境の方との出会い、社会とのつながりを持つことで孤立や孤独からくる不安を解消する。

６．目標達成度及び
　　達成状況に対する評価

起業等、チャレンジをしたい女性や、キャリア形成について考えを深めたい女性については、対象者が多く感じら
れ、当該実施事業への参加も積極的であり、セミナーの参加人数では目標に達した部分が多い。
一方で、コロナ禍が落ち着いてきている情勢もあり、相談者数や窓口での生理用品の提供数の減少が表すように、
孤立・孤独に悩んでいる女性の支援数が下降している。今後は支援者数だけでなく、困難を抱えた女性に、より適
切な支援が行えるよう、周知方法の改善、各関係機関とさらに連携を深め、新たな支援策を打ち出していく必要があ
ると感じる。



９．経費の内訳 （単位：円）

事業
番号 個別事業名

公募要領の
取組例

予算措置年
度

交付決定事業 総事業費
（A=B+C+D)

本交付金
（B)

他の寄付金等
（C)

自己資金
（D)

備　　考

① 女性活躍応援事業 ２（１）
５年度当初予
算

５年度当初予
算

840,542 388,000 452,542

② 女性のチャレンジ応援塾 ４（３）
５年度当初予
算

４年度補正予
算

3,445,518 2,526,000 919,518

③ DV相談・女性の総合相談 ５（１）
５年度当初予
算

４年度補正予
算

4,201,293 2,069,000 2,132,293

④ つながりサポート事業 ６
５年度当初予
算

４年度補正予
算

3,221,284 2,415,000 806,284

合　　計 11,708,637 7,398,000 0 4,310,637

注５）「９．経費の内訳」において「他の寄付金等」がある場合は、備考欄に内容が分かるよう記載してください。

注６）本様式はＡ４で３枚以内としてください。また、適宜参考となる資料を添付してください。

注４）「９．経費の内訳」の「交付決定事業」について、「４年度予算（予備費）」、「４年度補正予算」、「５年度当初予算」のいずれかを記載してくださ
い。

７．今後の課題

起業塾の認知度が口コミや周知により上昇し、主に参加希望者が増えたこともあり一定の成果が見られたが、今年度
始めて実施したデジタル人材育成コースについては、受講生の基礎知識の差もあり、難易度についての満足度に
ばらつきがあったように感じるため、より幅広い層をサポートできる体制の整備が必要である。
またDV相談・女性の総合相談については相談時間内に相談できない方に配慮し、メール等による相談体制の整備
や、男性の相談支援についての取組を検討し、体制の拡充を図る必要がある。
女性活躍推進フォーラムは、子育て世代の男性を主な対象として事業を実施した。男性の料理教室をテーマを変え
て２回実施した。今後も女性の活躍を目的に、男性の自発的な家庭参画を啓発するような内容の事業を実施してい
きたい。

８．事業の実施体制

①女性活躍応援事業
　　・女性活躍推進フォーラム関係
　　　　市民団体「くさつ男女共同参画市民会議い～ぶん」と協働委託契約
　　・啓発紙「みんなで一歩」発行業務
　　　　市民団体「まちのコミュニティハブ　ツナグ」と協働委託契約
②女性のチャレンジ応援塾
　　市民団体「くさつ☆パールプロジェクトチーム」と協働委託契約
③DV相談・女性の総合相談
　　相談業務の実施は、市関係部局（商工観光労政課、家庭児童相談室、生活支援課等）との連携強化を図った。
　　カウンセリング事業については、㈱ウィメンズカウンセリング京都と委託契約
④つながりサポート事業
　　・つながりサポート事業（生理用品の提供等）
　　　　草津市社会福祉協議会と委託契約
　　　　草津市関係課および市内各関係機関と支援に関する情報共有
　　・居場所づくり事業
　　　　市民団体「まちのコミュニティハブ　ツナグ」と協働委託契約

10．担当者名及び連絡先
所属部署：総合政策部　男女共同参画センター
電話番号：０７７－５６５－１５５０　　　　　　　　　　　電子メールアドレス：danjo@city.kusatsu.lg.jp

11．事業実施及び連携工程 様式４－2－１に記載

注３）「９．経費の内訳」の「予算措置年度」は、実施主体における予算措置状況について「４年度当初予算」、「４年度補正予算」、「５年度当初予
算」、「５年度補正予算」のいずれかを記載してください。

注１）「９．経費の内訳」の「事業番号」及び「個別事業名」は、様式４－2－２と整合性をとって記載してください。

注２）「９．経費の内訳」の「公募要領の取組例」は、公募要領第２【取組例】（１）～（５）、第４【取組例】（１）～（３）、第５【取組例】（１）～（９）、第６又は
第７【取組例】（１）・（２）から選択してください。


